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●大東文化大学
「見たことある！アジアの言語」

今回は、国際関係学部のアジア地域に特化した教育の
中から、中国語、コリア語（韓国）、タイ語、インドネシア
語、ベトナム語、ヒンディー語（インド）、ウルドゥー語（パ
キスタン）、ペルシア語（イラン）、アラビア語（エジプト）
の 9 言語の文字を、図書資料、学部作成のテキスト及び
担当教員自筆による各地域のあいさつなどの展示により紹
介した。

また、パキスタン・イスラム共和国より勲章を受賞された
教授とアラビア書道の国内第一人者である教授の 2 名を
関係図書資料などの展示により紹介した。

●東洋大学
「貴重資料パネル展～『つれづれ草』『をこぜ』他」

貴重資料パネルと H24 年度に創立 125 周年を迎えるこ
とから妖怪博士としても知られた学祖井上円了にちなんだ

「化物婚礼絵巻」（複写）。H23 年度に開設 50 周年を迎
えた川越キャンパス（理工系）の学問領域にちなんだレオ
ナルド・ダ・ヴィンチが残した手稿のうち「パリ手稿」「鳥
の飛翔に関する手稿」（ファクシミリ版）を展示した。

来場者に貴重資料の一部に触れていただくことができ、
また、本学川越図書館の地域開放へのご利用の紹介と貴
重資料のブックカバー・しおりも配布し好評であった。

●文教大学
「墓の中からべらぼうめ！！ 俺の蔵書を見ていきな

―清明文庫―」
勝海舟が晩年を過ごした別邸「洗足軒」は、品川区の

文教大学旗の台キャンパスに程近い、大田区南千束・洗
足池畔にあった。遺言で葬られた墓所の裏手には、海舟
の蔵書を管理するため日蓮宗系の財団法人「清明会」が
建てた図書館兼講堂「旧清明文庫」（現在の名称は鳳凰閣。
国登録有形文化財）がある。縁あって本学に託された清
明文庫旧蔵図書は、海舟の旧蔵書を含め約 850 点を数え
る。海舟の蔵書印や自筆とみられる朱書がある古籍などを
展示した。

詳細は埼玉県図書館協会の報告書をご参照ください。
（http://sailib.com/tudoi/）

つどい全体のポスター（左）と参加者

活動報告　2011 文教大学越谷図書館　鈴木　正紀

●第 24 回総会（2011 年 5 月 23 日）
第 24 回総会を、淑徳大学みずほ台キャンパスにおい

て開催した。
平成 22 年度事業報告などの報告の後、（1）平成 23

年度事業計画、（2） 平成 23 年度予算、（3） 平成 22 年度
会計監査館の選出、などが協議され、いずれの案件も原
案通り承認された。
　続いて、新規事業として実施することになった「共同
購入事業」について、2 つの企業からの提案内容のプレ
ゼンテーションを頂いたのち、事業についての意見交換
を行った。参加数は 27 機関 39 名（他、委任状提出 19
機関）だった。終了後、意見交換会を行った。

●ウェブサイト・リニューアル（2011 年 10 月1 日）
　2009 年度より開始したリニューアルの検討・作業が今年度
になって加速度をつけ、サイトのリニューアルがなった。5 月
の総会でテスト公開後調整を経て、10月1日に正式公開した。

●研修会（2011 年 12 月 12 日）
第 23 回研修会を「学習支援は図書館で : 学生・教員・

職員の連携を目指して」とのテーマのもと、大東文化大学
で開催し、40 名が参加した。今回のテーマは加盟館にとって、
大変重要な課題であることが認識された。各氏の講演内容に
ついては別掲。終了後、講師を交え意見交換会を開催した。

●共同購入事業
総会において承認された電子資料・物品の共同購入事

業について、幹事会の中に担当ワーキンググループを立
ち上げ、具体的な検討を開始した。物品の共同購入から
始め、図書館用品の他に地震対策として、図書の落下防
止装置などを対象とした。あわせて、翌年度予算申請時
期に間に合うように一定の成果を出すことを目標とし
た。8 月末、各社に提案書の提出を求め、SALA 加盟館
へのメリットが引き出せるよう協議を重ねた。その結果
をもって幹事会で検討を重ね、問題点を解決し、それら
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のものについては、SALA と各社との間で「物品共同購
入事業に係る確認書」を取り交わした。9 月末には、締
結した共同購入事業の内容及び各社との確認書の写しを
加盟館メーリングリストでお知らせした。この時点では
3 社との締結であったが、2012 年 2 月現在は 4 社と確
認書を取り交わしている。さらに電子リソースについて
も 11 月末に 1 件確認書を取り交わすことができた。12
月の研修会において、参加者に資料配布と経過報告を
行った。2012 年 4 月以降には各社へ契約数の年度末報
告を求め、また、加盟館には共同購入事業への参加状況
を調査する予定である。

●図書館総合展ポスターセッション参加
　（2011 年 11 月 9 ～ 11 日）

ポスターセッションに出展し、当協議会の活動につい
て紹介を行った。

●図書館と県民のつどい埼玉2011（2011年11月5日）
　内容については別掲

●会報発行
SALA 会報第 20 号を 3 月に発行した。

●幹事会
幹事会は総会で選出された幹事館で構成し（13 機関）、

当会の運営にあたっている。平成 23 年度は 4 回の幹事
会を開催した（予定を含む）。役割分担については、当
年度の事業課題（定例的なもの / 当年度に特有のもの）
を設定し、それらに対して幹事が分担して当たるという
形をとっている。紙幅の都合で、分担の詳細は割愛する。

なお、幹事会メンバーは以下のとおりである。
代表幹事館 : 文教大学越谷図書館
幹事館 : 跡見学園女子大学図書館、国立女性教育会館女
性教育情報センター、埼玉女子短期大学図書館、埼玉大
学図書館、十文字学園女子大学図書・情報センター、淑
徳大学みずほ台図書館、城西大学水田記念図書館、駿河
台大学メディアセンター、聖学院大学総合図書館、大東
文化大学 60 周年記念図書館、東洋大学附属図書館川越
図書館、獨協大学図書館

なお、会計監査は目白大学岩槻図書館が担当している。

最後となるが、幹事の一人である獨協大学図書館の藤巻
淑子さんが 2012 年 1 月末に急逝された。謹んで哀悼の意
を表します。
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